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準則例１７ 

宇土市民会館施設 指定管理者 

令和６年度 管理運営評価票 

 

所管課：文化課文化係  

Ⅰ 施設の管理概要  

 

指定管理者名 NPO法人 宇土の文化を考える市民の会 

指定期間 第４期：令和 3年 4月 1日～令和 8年 3月 31日 

指定管理料 37,000,000円（令和６年度分） 

 

Ⅱ 管理運営の評価  

 １ 提案内容の実施状況 

提案内容 実施状況 

多種多様な優れた芸術文化鑑賞

機会の提供 

クラシックコンサートからギタリストのリサイタル、寄席、伝統芸能

等、様々なジャンルの芸術文化鑑賞機会を提供し、市内外から多くの

観客が訪れた。 

市民の皆様の文化活動支援 地元で活動する太鼓演奏団体を中心とする実行委員会が「宇土太鼓祭」

を開催し、企画運営において支援した。 

また、春の音楽の祭典では、市内外の合唱団６団体が出演し、歌手の

米良美一さんと共演した。 

教育普及活動 アウトリーチ事業として、トランペット、伝統楽器（筝・三味線・胡

弓）、ピアノ、ダンス、演劇のプロたちが市内小学校に出向き、活動を

行った。また、（一財）地域創造による演劇人派遣事業を活用して演劇

の講師を市内中学校に派遣し、生徒たちとワークショップを実施した。 

地域貢献・地域との連携 地域伝統芸能祭では、地元の「松山花棒踊り」「宇土の御獅子舞」「宇

土の雨乞い大太鼓」に上演の機会を提供した。実施初年となる公共ホ

ール音楽活性化事業（おんかつ）ではギタリストの閑喜弦介さんが地

区公民館や市役所で演奏を披露するアウトリーチを実施した。 

【評価】  

映画「もののけ姫」で有名な歌手・米良美一さん、ＮＨＫ大河ドラマ「光る君へ」などでも活躍するギ

タリスト・閑喜弦介さんなど一流のアーティストによるコンサート、日本テレビ「笑点」メンバーである落

語家・林家たい平さんが出演した「うと寄席」など、地方の公共ホールで一流芸術家を招いて低廉な

料金で芸術文化を鑑賞する機会を創出した。 

こうした公演には芸術文化に造詣の深い目の肥えた方々が市内外から多く来場され、アンケート

では事業内容には好評価をいただいた一方で、駐車場不足やトイレの使い勝手の悪さ、空調や座席

の不快性など施設に対する不満が多く寄せられた。 

次代の宇土の芸術文化を担う子どもたちや、普段芸術文化を鑑賞する機会が少ない地域住民を

対象にした事業にも力を入れ、地域や市民とともに宇土の文化を作り上げるというＮＰＯ法人宇土の

文化を考える市民の会の活動理念に即した活動を展開している。 
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 ２ 管理業務の水準の評価 

管理業務の水準を表す指標 目標値 実績値 備考 

■ 貸館事業活性化    

 1. 施設利用率 ホール   70％ 

大会議室 70％ 

会議室   85％ 

67.2％ 

62.4％ 

83.2％ 

舞台吊り物・トイレ洋式

化工事のため大ホール

3か月使用不可 

 2. 利用者数 70,000人 34,288人  

 3. 利用料金 10,800,000円 11,308,828円  

■ 自主文化事業活性化    

 1. 各分野文化事業の開催数 

  ① 鑑賞型 

  ② 普及啓発・育成型 

  ③ 参加創造型 

 

①  7回以上 

② 10回以上 

③  3回以上 

 

① 7回 

② 7回 

③ 7回 

全国公立文化施設協

議会加盟中規模館年

間平均事業数11.93回 

※ ①～③合計 

【点検・調査結果及び評価】  

貸館事業においては、ホール・会議室ともに利用率・利用者数は目標値にわずかに届かないもの

の、利用料金は目標値を上回った。工事に伴う３か月間の大ホール利用停止がなければ大ホール

利用率は目標値をクリアしていたものと思われる。また、自主文化事業においては、②普及啓発・育

成型は目標値にわずかに届かなかったものの、①②③合計回数は全国公立文化施設協議会加盟

中規模館の年間平均事業数 11.93回をはるかに上回っており、よく健闘していると評価できる。 

 

 

 ３ 管理業務実施状況 

① 施設維持管理業務実績 

作業項目 実施日 内容 

清掃 
通年 

会議棟：毎日職員で清掃 

専門業者清掃88回（大ホール、楽屋棟44回、客席29回、

舞台上 12回、ギャラリー3回） 

保守・点検 4/9 舞台照明設備保守点検(年 1回) 

4/8、7/14、10/17、1/20 エレベーター点検（年 4回） 

5/21、7/23、9/24、11/12、3/20 
舞台機構設備保守点検（年 6回） 

令和 6年度は 12月～3月まで大ホール使用停止のため、

点検回数を年 6回→5回に変更 

熊本ﾎﾞｲﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ 4/25、10/25 

東芝キャリア㈱ 4/25 

日本ボイラー協会 10/25 

大ホール用ボイラー・冷凍機保守点検 

12/17 建設設備定期検査（年 1回） 

9/24、3/20 消防設備保守点検（年 2回） 

9/20 防火対象物定期点検（年 1回） 

3/8 ピアノ保守点検（年 1回）  

4/15 、 5/12 、 6/9 、 7/6 、 8/15 、

9/10、10/11、11/9、12/7、1/11、

2/18、3/7 

電気保安管理（毎月１回） 

通年 警備委託 

保安・警備 通年 環境衛生管理・舞台業務委託 

施設維持管理   
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【点検・調査結果及び評価】  

法令を遵守し、各種の保守・点検業務等が適正に行われている。建設から 50年以上が経過し、施

設や設備、備品の老朽化が著しい。令和６年度は屋上防水工事と大ホールトイレ洋式化工事を行っ

た。令和７年度は大ホール舞台機構の吊物修繕、楽屋と会議棟の空調機器取替工事を予定してい

る。指定管理者と協議しながら、これから数年かけて優先順位を決めて計画的に行っていく。 

 

 ② 運営事業実績（主な事業・イベント） 

事業・イベント名 開催期日 参加者数 内容 

■貸館事業 ※ 利用状況実績については、「４ 利用状況」を参照 

■自主文化事業 

サロンコンサート 
6月 29日(土) 

大会議室 
■96名 

ウイーンと東京で活躍中のメ

ゾソプラノ日野妙果さんと宇

土市在住のピアニスト森尚子

さんによるサロンコンサート。 

リージョナルシアター事業 

7月16日(火)～

17日(水) 

1月22日(水)～

23日(木) 

市内 3中学校 

大ホール 

7月 16日・17日 鶴城

中：101名 

1月22日 網田中：21名 

鶴城中教職員：7名 

1月23日 住吉中：38名 

公募一般：6名 

演劇を通じた創造性豊かな

地域づくりを目指す（一財）地

域創造による演劇人派遣事

業。市内中学校の生徒と一般

公募の市民を対象にしたワー

クショップ。 

うと寄席（林家たい平独演会） 
7月 28日(日) 

大ホール 
■651名 

熊本県立劇場ネットワーク事

業。日本テレビ「笑点」でおな

じみの林家たい平さんをはじ

め、林家あずみさん、林家さく

平さんが出演。 

くまもと子ども芸術祭 in宇土 

8月10日(土)～

11日(日) 

全館 

■出演者 320名 

■来場者 1,000名 

県内各市町村持ち回りで毎

年開催される子ども芸術祭。

宇土市開催の令和６年度は、

NPO 法人「宇土の文化を考え

る市民の会」が協力した。 

サックス四重奏 

「カルテット・スピリタス」 

（1.2階席中学3年生、3階席一

般） 

9月 4日(水) 

大ホール 

市内中学 3年生 430名

／一般 47名 

■合計 477名 

「本物の舞台芸術鑑賞事業」

として市内の中学３年生を無

料招待して公演を開催。結成

20 周年を迎えたサクソフォン

四重奏集団「カルテット・スピ

リタス」がクラシックから映画音

楽まで幅広いレパートリーを

披露した。 

熊本県芸術文化祭 

オープニングステージ 

（和太鼓：鼓童） 

9月 8日(日) 

熊本県立劇場 

演劇ホール 

■845名 
熊本県芸術文化祭のオープ

ニングステージに協力した。 

公共ホール音楽活性化事業

（おんかつ） 

（ｱｳﾄﾘｰﾁ 4回、ｺﾝｻｰﾄ 1回） 

11月 14日(木)

～16日(土) 

市内地区公民館

14日(木）走潟公民館 

24名・市役所 28名              

15日(金）花園公民館 

「おんかつ」は登録アーティス

トと公共ホールをつなぎ、育

成と地域活性化を目的として
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ほか 

大ホール 

18名・長浜公民館 20

名                                             

16日（土）コンサート 

195名 

■合計 285名（学生 3

名含） 

助成事業。ギタリストの閑喜弦

介さんを招へいして、市内の

地区公民館や宇土市役所で

アウトリーチを、大ホールでコ

ンサートを開催。 

第 9回 地域伝統芸能祭 
11月 24日(日) 

大ホール 

入場者 350名 

出演者 134名 

■合計 484名 

宇土市の「宇土の御獅子舞」

「宇土雨乞い大太鼓」「松山花

棒踊り」のほか、市外から「植

柳盆踊り（八代市）」「山鹿灯

籠踊り（山鹿市）」「栖本太鼓

踊り（天草市）」が出演した。 

劇場・音楽堂等による共生社会 

実現に向けた人材養成講座 

 熊本県研修会 

12月 6日（金） 

大会議室 

参加者 34名 

登壇者 3名 

■合計 37名 

文化庁が全国公立文化施設

協会に委託し、熊本県公立文

化施設協議会及び宇土市民

会館との共催で「共生社会実

現に向けた人材養成講座（熊

本県研修会）」を開催。 

第 9回春の音楽の祭典 
3月 9日(日) 

大ホール 
■437名 

映画「もののけ姫」の主題歌

を歌った米良美一さんをゲス

トに迎え、第１部は「四季」を

テーマに宇土・宇城の合唱団

６団体が演奏。第２部では米

良さんとピアノ伴奏西岡幹洋

さんが「もののけ姫」をはじめ

童謡や歌謡曲を演奏した。 

宇土太鼓祭「常世の庭」 
3月 16日(日) 

大ホール 

プレ事業 735名 

一般 348名／U25 75名 

小学生招待 31名／出

演者 33名 

■合計 1,222名 

宇土天響太鼓・太鼓芸能集団

「紬衣」・宇土高校和太鼓部

「鼓」で構成される実行委員

会との共催。本公演に先立

ち、市内小学校や保育園で

プレ事業（アウトリーチ・ワーク

ショップ）を開催。 

アウトリーチプログラム 
通年 

宇土市内小学校 

合計 13コマ 

参加児童 345名 

熊本県立劇場との連携及び

宇土市民会館独自の音楽・芸

術アウトリーチ事業により、市

内小学校の児童に芸術体験

の機会を提供した。 

【派遣アーティスト】 

木原朱音（トランペット）、清原

晏（筝・三味線・胡弓）、ころら

ぁと（ピアノ・ユーフォニア

ム）、葉山悠介（ダンサー）、

大迫旭洋（劇作家・役者） 
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【点検・調査結果及び評価】  

 事業過多だった昨年度に比べ事業数は大きく減少したが、アンケートでは概ね良好な評価を得、質

の高い芸術文化事業を市民に提供できたものと評価できる。舞台をただ鑑賞するだけではなく、芸術

文化に触れる機会が少ない子どもたちに対するアウトリーチ事業に力を入れ、プロによる芸術文化の

奥深さや迫力を伝えるとともに、自己を表現する楽しさや喜び、創造力豊かな子どもたちの完成を育

むことができる貴重な機会となった。 

 

 ４ 利用状況 

施設名 
年計 年計 前年度計 前年度比 

開館日数 357日 357日 増減なし 

大ホール 

利用可能日数 318日 345日 27日減 

利用日数 213日 261日 48日減 

利用率 67.2％ 75.7％ 8.5㌽減 

入場者数 19,132名 20,617名 1,485名減 

大会議室 

利用可能日数 349日 355日 6日減 

利用日数 217日 236日 19日減 

利用率 62.4％ 66.5％ 4.1㌽減 

入場者数 7,200名 7,803名 603名減 

その他会議室 

利用可能日数 304日 307日 3日減 

利用日数 253日 260日 7日減 

利用率 83.2％ 84.7％ 1.5㌽減 

入場者数 7,181名 6,411名 770名増 

ギャラリー 

利用可能日数 304日 307日 3日減 

利用日数 52日 60日 8日減 

利用率 17.1％ 19.5％ 2.4㌽減 

入場者数 775名 757名 18名増 

【点検・調査結果及び評価】  

 工事に伴う３か月間の大ホール利用停止の影響等もあり、その他の会議室の入場者数とギャラリー

の入場者数を除いて、ほとんどの項目で利用状況がマイナスとなった。 

令和６年度に大ホールトイレ洋式化工事を行い、利用者の利便性向上が図られたことで、大ホー

ルの利用拡大が期待される。また、会議室やギャラリーについても、利用促進をより一層図る必要が

ある。 
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 ５ 管理経費の収支状況 

  ① 収入 

項目 内容 金額（円） 

指定管理料 指定管理料 37,000,000 

利用料金収入 

会議室 大会議室・他会議室・ギャラリー 3,889,446 

大ホール  2,191,677 

付帯設備・空調  5,227,705 

自主事業収入 
自主事業  2,344,900 

助成金  559,379 

雑収入 自動販売機販売手数料 他 614,484 

合     計 51,827,591 

   収納未済額 349,890 

   うち利用料金未収入分 349,890 

 

  ② 支出 

項目 内訳 金額（円） 

人件費 給料・旅費日当・臨時賃金・法定福利費等 17,899,720 

施設管理費 需用費・役務費・委託費・賃借費・備品 27,322,519 

事業費 自主文化事業経費 3,993,534 

事務費 需用費・役務費・負担金・租税公課費・法人税等 3,075,460 

合     計 52,291,233 

【点検・調査結果及び評価】  

 昨年度に比べて催事・イベント回数を減らしたため、収入が約 856万円減少した。その分、支出

項目では事業費が前年度比で約 1140 万円抑制されたものの、トータルの収支はややマイナスと

なった。昨年度の収支差約 480 万円マイナスだった反省を踏まえ、収支バランスの面ではかなり

改善された。支出事業費約 400 万円という中で、１年間を通じて質の高い文化芸術事業を継続し

て遂行したことは評価すべきある。施設管理費についても指定管理者が清掃を職員で行うなど抑

制に努力している。収入のうち利用料金の未収入分については、早急に回収されるよう努力され

たい。 

 

  ③人件費における最低賃金の確認 

※最低賃金（熊本県）→最低時間賃金（952円）効力発生年月日 令和 6年 10月 5日 

雇用形態 最低賃金を満たしているか(適 or不適) 

正規職員 適 

非正規職員 適 

その他（         ）  
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６ 利用者調査結果 

調

査

実

施

内

容 

調査年月日 
各イベント時に来場者へアンケート調査を実施。 

①令和 6年 6月 29日 日野妙果・森尚子サロンコンサート 

②令和 6年 7月 28日  うと寄席 

③令和 6年 9月 4日  本物の舞台芸術鑑賞事業「カルテット・スピリタス」 

④令和 6年 11月 16日 閑喜弦介ギターリサイタル 

⑤令和 6年 11月 24日 第９回地域伝統芸能祭 

⑥令和 7年 3月 9日   春の音楽の祭典 

⑦令和 7年 3月 16日  宇土太鼓祭り 

調査方法 

調査対象数 

調査結果 
別紙アンケート結果参照 

利用者からの意見等 

【評価結果及び評価】  

 開催した催事でのアンケート結果は催事そのものへの評価は概ね好評であり、質の高い芸術鑑

賞や参加に対する市民の期待感がうかがえる。自主文化事業等の内容やスタッフの対応について

も満足度が高く、指定管理者の努力の結果と評価できる。 

 

 ７ 意見・苦情等の対応 

利用者からの意見・苦情等 改善状況 

〈大ホール客席について〉 

・椅子が硬く長時間座れない 

・座席が狭い 

・階段が急で上がりづらい 

・冷暖房の温度差が激しい 

他同様のご意見多数 

■現状の対応・改善状況 

・平成 27年度以降、モニタリング調査やアンケートにおいて毎

年報告済 

・現行建築基準法では既存不適格（特に階段傾斜角） 

・指定管理者では構造・改修工事は対応不可 

■今後の対応と方針 

・宇土市公共施設個別計画・長寿命化計画への明記を要望  

・設計事務所・担当課と連携し、改修可能性の検証を提案  

・現場対応としてブランケット貸出／手すり反射シール等安全対

策を継続 

〈駐車場に関して〉 

・駐車スペースが少ない 

・混雑時に駐車できない 

他同様のご意見多数 

■現状の対応・改善状況 

・鶴城中、老人センター、商工会、中央公民館、体育館等と連携

し、臨時駐車場として運用 

・週末や大規模催事時には既存施設とﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞし駐車困難に 

■今後の対応と方針 

・宇土市としての立体駐車場整備を中長期的課題として提言 

・現場対応としてベント時の警備員配置強化／来場者への事前

案内強化／SNS等による満車予告も今後検討していく 

【評価結果及び評価】  

 市民会館は建設から 50年以上が経過しているため、苦情の多くは施設の老朽化や現在の基準に

合わない設備などに対するものである。指定管理者及び市でも対応可能なものは順次対応してい

るが、座席の交換や階段の改修、舞台床面の張替えなど長期間の休館を伴う大規模改修について

は、財源確保も含めて今後の課題である。令和６年度には屋上防水工事と、長年の懸案であった大

ホールトイレの洋式化工事を行い、令和７年度には大ホール舞台機構の吊物修繕、楽屋と会議棟
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の空調機器取替工事を予定している。大ホールの座席と階段の段差については、大規模な改修が

必要となるため、今後施設全体の改修計画の中で検討していくしかない。指定管理者自身で対応

可能な苦情については随時改善されている。 

 

 ８ 昨年度の評価で、改善を指摘された事項に対する対応 

指摘事項 改善内容・結果 

施設・設備の改修の必要性について、公益社団法

人全国公立文化施設協会アドバイザーの草加叔

也氏より過去に指摘された事項の未解決を懸念。

定期点検は実施されているが、早急な対応が必要

な項目もある。 

指摘事項の洗い出しを再確認し、危険度・緊急性の高

いものから順に、所管課との連携により対応を進行中。

市（設置者）の施設個別計画に基づく修繕予定と連携。

指定管理の枠を超える項目については正式に文書で

市に要望提出。 

舞台平台などの設備更新が必要。 

点検・応急修繕を継続し、その都度市（設置者）に報告。

市（設置者）の長寿命化計画に反映要請。優先順位整

理を進行中。 

避難訓練の精度向上、災害種別ごとの訓練が望ま

れる。 

熊本県立劇場の「劇場人育成プログラム」等の BCP研修

に参加。レクチャー型訓練を導入。今後もより実効性の

向上を図る。 

ホール内飲食について、暑さ対策で一時的な許可

は妥当との意見。恒常化への懸念も。 

夏季限定でホール内の飲料規制を緩和。熱中症警戒

時対応のマニュアル策定。職員・利用者へ周知。 

若者層への情報発信強化が必要。 
SNS広告導入で 35万人リーチ。効果を確認。今後もリー

ル動画等の展開と告知媒体分析を強化していく。 

収支赤字。助成金活用や財源多様化を期待。 
助成金を複数活用し、複数事業の収支改善を達成。今

後も多層的資金調達構造の維持と拡充を図る。 

清掃等を職員で対応。意識は高いが執行管理の

徹底を。 

外注抑制と事務簡素化により対応。収支改善を今後も

維持できるよう、支出分析と優先順位付けを実施してい

く。 

【評価結果及び評価】  

指定管理者で対応可能な改善内容については、利用者のニーズに合わせて即時的に対応いた

だいている。大規模な改修工事や費用負担を伴う設備の更新については、指定管理者と市で協議

の上、緊急度の高いものから優先順位をつけて改善していく。情報発信や外部資金獲得について

も、積極的に取り組み、効果・成果が出ていることは評価できる。 

 

 ９ その他 
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